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GOSAT衛星による低高度での降下電子の観測
Electron precipitation environment in low earth orbit observed by the GOSAT satellite
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GOSAT衛星は 2009年 1月に打ち上げられ，高度約 666kmかつ軌道傾斜角 98度の太陽同期準回帰軌道（磁気地方時
で昼夜）に投入された．GOSAT衛星は，地球近傍の宇宙環境計測を目的として TEDA（技術データ取得装置）を搭載し
ており，数十 keV～数MeVの電子を計測する LPT（軽粒子観測装置）を有している．また，LPTは天頂方向およびそれ
と直角方向にセンサが向いており，磁気圏内における捕獲粒子と降下粒子を切り分けて計測することが可能である．
我々は LPTデータを用いて，地球近傍の降下粒子を調べた．結果から，磁気静穏時において内帯および外帯での定常

的な降下電子が観測された．極域における外帯では数百 keV以下で降下電子が顕著に見られ，高緯度側では降下電子の
エネルギーの上限が数十 keVまで減少する傾向がある．また擾乱時には，降下粒子のフラックスのエネルギーはMeVに
まで増加する．発表では，静穏時から擾乱時を通して降下電子の様相について紹介および議論させて頂く．
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